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近年、近赤外線・サブミリ波観測の発展により、高赤方偏移銀河の輝線観測が大きく進展している。赤方偏移
z ∼ 2の銀河では静止系可視輝線が検出され、[OIII]5007/Hβ–[NII]6583/Hα 輝線図 (BPT図) 上において z ∼ 2
銀河が近傍銀河と異なる分布を持つことが明らかになった。一方、ALMAを使った遠赤外輝線観測からは、z > 6
銀河が高い [OIII] 88 µm/[CII] 158 µm 輝線比を持つことが示された。これらの観測結果は遠方銀河の星間物質が
近傍銀河よりも高い電離状態にあることを支持するが、可視 (z ∼ 0と 2)と遠赤外 (z ∼ 0と> 6)の観測データは
これまで別々に研究されてきた。本講演では、可視・遠赤外輝線図上に分布する z ∼ 0, 2, > 6 銀河の性質を、シン
プルな光電離モデルを使って統一的に理解する試みについて報告する。光電離モデルの構築にはCloudyを利用し
た。まず z > 6銀河について調べたところ、そのいくつかは非常に高い [OIII]88µm–星形成率比 ([OIII]88/SFR)
を示した。これを光電離モデルで説明するには水素密度 nH < 30 cm−3 かつ電離パラメータ logU ≳ −2.0 とい
う、z ≲ 2銀河とは大きく異なる星雲パラメータが必要となる。我々はこの高い [OIII]88/SFR を説明するシナリ
オとして、これらの銀河において 1. 遠赤外星形成率が過小評価されている可能性、2. 星形成史が burstyもしく
は increasingな可能性、3. 高い [OIII] 88 µm を放つ薄い高階電離ガスが存在する可能性、の三つを提案する。次
に、z ∼ 0, 2銀河をモデリングして z > 6銀河と比較したところ、各輝線図上で z ∼ 0から> 6まで連続的に分布
が変化することが予測された。本研究が光電離モデルから予想した星雲パラメータや> 6銀河の BPT図上の分
布は、今後の JWST観測により検証されることが期待される。


